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本研究は, 小学校 1 , 2 , 3 年生児童を対象に, 「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走動作」 の観点から疾走速度に影響を及
ぼす要因を検討した。 その結果, 1 年生児童は, ストライ ドおよびピッチともに疾走速度との間に強い関連は窺われなかっ
たが, 「身長」 が高い児童は 「下腿長」 も長く, 長い 「下腿長」 がスト ライ ドを伸長させ, 疾走速度を高めている傾向が
示唆された。2年生児童も 「身長」 が高い児童は 「下腿長」 も長く, 長い 「下腿長」 がストライ ドを伸長させ, 疾走速度
を高めていると推察された。 3 年生児童は, 接地時の股関節角度および膝関節角度を大きく保ち, 遊脚時の股関節最小角
度および膝関節最小角度が小さい児童ほど, ストライ ドを伸長させ, 疾走速度を高めている傾向が示唆された。 
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1 . はじめに
小学校における新体力テストの50m走タイムは, 昭和
60年をピークとして下降または横ばい状態が続いている
(文部科学省, 2013)。 中でも7 歳児における50m走タイ
ムの下降幅が最も大きく, 短距離走における低学年児童
の疾走速度の向上は, 喫緊の教育課題となっている。
疾走速度は, 1 歩当たりの歩幅 (以後, ストライ ドと
する) と単位時間当たりの歩数(以後, ピッチとする) 
の積算で求めることができる。 したがって, 疾走速度を
向上させるためには, 「スト ライ ドを増大させる」 「ピッ
チを増大させる」 「スト ライ ドと ピッチの両方を増大さ
せる」 の3 通りの方法が考えられる。
後藤 (2008) は, 幼児, 児童, 成人を対象に, 疾走速
度, ストライ ド, ピッチの加齢的変化を検討した結果, 
疾走速度およびスト ライ ドは加齢とともに増大している
が, ピッチは4 回/秒前後で推移し, 年齢による差異は
みられなかったことを報告し, 加齢による疾走速度の向
上はスト ライ ドの増大によってもたらされると している。 
深代 (2008) は, ウサイ ン・ ボルトと朝原宣治の100m 
疾走タイ ムとスト ライ ドおよびピッチを比較し, 「両者
のピッチには大きな差はないにもかかわらず, 疾走タイ
ムはウサイ ン ・ ボルトが0.6秒上回ったのは, 主にスト
ライ ドの差によ るものである」 と述べている。 加藤
(2001) は, 全国大会の100mで入賞した小学校6 年生を
対象に, その後中学3年生まで, 形態, 疾走能力 , 疾走
動作を検討した結果, 「12歳一13歳における疾走速度の向
上はピッチより もスト ライ ドの増大によるものであった」
と報告している。 このよう に, 疾走速度の向上は, スト
ライ ドの増大による影響が大きいとする研究が多く みら
れる。 
では, ストライ ドの増大に影響を及ぼす要因は何であ
ろうか。
後藤 (2008) は, ストライ ドは8歳以降に身長とほぼ
等しく なると し, 身長の伸びとともに増大していく と し
ている。 また, 遊脚期の膝関節の屈曲, 股関節の屈曲伸
展などの関節の動作範囲の拡大もスト ライ ドの増大をも
たらすと している。 深代(2010) は短距離走において
「下腿の形態」 がストライ ドの増大に影響を与えること
を明らかにしており, 力点にあたる股関節の屈曲筋力が
同じである場合, 作用点にあたる下腿の形態は末端に至
るほど長く細い方が足を速く動かすことができると報告
している。小林ら(1987, 1988) は, ジュニアの短距離
選手を対象に体力と疾走速度の関係を検討し, 「膝関節
の屈筋群の強さ」 が疾走速度の向上に影響を与えたとし
ている。 加藤ら(2001) は, 全国小学校陸上競技大会で
入賞した6 年生男子児童と一般男子児童の 「身長および
身体質量」 「膝関節の伸展筋力および屈曲筋力」 を比較
した結果, 全国小学校陸上競技大会で入賞した男子児童
は一般男子児童より身長が11.6cm, 身体質量が10.7kg上
回ること, 「膝関節の伸展筋力および屈曲筋力」 におい
て有意に高い値を示したことを報告しており, 「身長の
高低および身体質量の大小」 「膝関節の伸展筋力および
屈曲筋力の強さ」 がストライ ドの増大に影響を与えたと
している。 伊藤ら(1998) は, 成人の短距離選手を対象
に, 疾走中 1 サイ クルの動作を 「スイ ング動作」 「キッ
ク動作」 に分類し, 疾走速度と 「スイ ング動作」, 疾走
速度と 「キック動作」 それぞれの相関関係を検討し, 
「スイ ング動作」 においては大腿の引きつけ角度と疾走
速度との間に有意な相関関係があること, 「キック動作」
においては股関節の最大伸展速度と疾走速度との間に有
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意な相関関係が認められたと報告している。
以上のことから, 身長の高低, 下腿の形態などの 「形
態的特徴」, 膝関節の屈曲・ 伸展筋力などの 「脚筋力」, 
大腿の引きつけ角度, 膝関節の屈曲などの 「疾走動作」
がストライ ドの増大, 疾走速度に影響を及ぼすと考えら
れる。
ところで, 運動技術のすべてを言葉で言い表すことは
難しい。 例えば, 自転車操作におけるカーブでの体の傾
け具合, ペダルを踏む強さなどは言葉で表現しにくい。 
運動技術にはこのような側面があり, それが運動技術の
習得を困難なものにしている要因の一つである。 そこで, 
先人たちは言葉で表現しにくい技術を習得させる効果的
な指導法として 「補助具による指導法」 を編み出してき
た。 特に, 運動能力, 認知面が未発達な小学校児童を指
導する場合, 補助具による指導は有効な手段である。 例
えば, 後藤ら (2002) は, 走り幅跳びの踏切準備動作に
おける歩幅調整技術を習得させる補助具として 「2 段か
らなる階段踏切板」 を作成し, その効果を報告している。 
水泳指導におけるベルパ ,ー 鉄棒指導における回転具な
ども運動技術の習得を容易にする補助具である。 短距離
走においては, 木越 (2012) が小学校 6 年生児童を対象
と して, 合理的な疾走動作習得に向けた補助具の作成を
行い (写真 1 ) , その効果を検証し, 補助具を用いた単
元後は単元前と比べて, クラスの50m走平均タイムが有
意に向上したとしている。 鈴木(2015) も同様に, 小学
校 6 年生児童を対象に疾走時の脚動作の改善をめざした
補助具 (写真 2 ) を作成し, 補助具を付けた指導後にク
ラスの50m走平均タイムが有意に向上したと報告してい
る。 これら木越, 鈴木の補助具はいずれも小学校高学年
における疾走速度の速い児童にみられる 「遊脚の膝関節
をしっかりと屈曲させて振り出し, 腿をしっかりと上げ
る疾走動作」 の習得をめざしたものである。 しかしなが
ら, これらの補助具はいずれも小学校6 年生を対象とし
たものであり, 本研究が対象とする運動能力, 体力とも
により未発達な小学校低学年児童を対象としたものでは
ない。
そこで, 本研究では, 小学校低学年児童を対象に, 疾
走速度の向上に影響を及ぼす要因を 「形態的特徴」 「脚
筋力」 「疾走動作」 の観点から検討し, 疾走速度の向上
を促す補助具の開発を試みることを目的とした。
なお, 本論文では, 第 I 報として, 小学校低学年を対
写真1 . 木越 (2012) の
作成した補助具
写真2 . 鈴木 (2015) の
作成した補助具
象に疾走速度の向上に影響を与える要因を検討する。 第
n 報で疾走速度の向上を促す補助具を作成, その有効性
を検討する。 
11. 方法
研究の手順は, まず, 小学校 1 , 2 , 3年生を対象に
50m走の疾走動作を高速度カメラで撮影, その分析をも
とに 「疾走速度」, スト ライ ドなどを算出する。 次に, 
それぞれの相関を検討することで, 疾走速度に影響を与
える要因を明らかにする。 
1 . 対象
対象は, H県 K市立 F小学校の児童53名 ( 1 年生男
子13名女子 7 名, 2 年生男子11名女子 9 名, 3 年生男子
4 名女子 9 名) である。 
2 . 調査期間
平成26年11月中旬の2 日間 (形態的特徴の測定に1 日, 
「疾走動作」 の撮影に1 日)。 
3 . 測定項目
測定項目は, 前述したように先行研究において, 疾走
速度に影響を及ぼすとされる 「形態的特徴」 「脚筋力」
「疾走動作」 および 「疾走速度」 とした。 その詳細は表1 
および図1 に示すとおりである。 
表 1 . 測定項目
測定項目 測定内容 
形態的特 
徴 
身長 
体重 
下腿長 
脚筋力 大腿部周囲長 
疾走動作 
遊脚時の股関節・膝関節・足関節の最大・最小角度 
接地時の股関節・ 膝関節・ 足関節の最大角度 
股関節・ 膝関節・ 足関節の最大角速度 
疾走速度 測定区間の平均速度 
? ? ? ?
' .. ?. ?- ?
/
膝関節角度
股関節角度
/ (股関節角速度) 
(膝関節角速度) 
足関節角度
足関節角速度) 
図1 . 「疾走動作」 の測定箇所
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4 . 測定方法
(1) 形態的特徴の測定
「身長」 および 「体重」 の測定は, 児童の着衣を体操
着で統一 し直立姿勢をとらせ行った。
「下腿長」 は, 在位姿勢をとらせ, 骨内果から脛骨
粗面までとした(写真 3 )。 
(2) 脚筋力の測定
「大腿部周囲長」 の測定は, 膝蓋骨上縁から10cm中枢
部の周囲とした(写真 4 )。「脚筋力」 の測定は, 本来機
器を用い, 筋肉に微量の電流を流し放電量から筋量を求
める。 しかし, そのよう な機器を使用することは, 児童
にとって精神的 ・ 肉体的に苦痛を伴う と判断したため, 
本研究においては, 「大腿部周囲長」 をメ ジャーにより
測定し, その長さから大腿二頭筋および大腿四頭筋の筋
量を類推した。
以上の, 身長, 体重, 下腿長, 大腿部周囲長の有効位
はそれぞれ十分の一の位とし, 百分の一の位以下は四捨
五入した。 また, 測定具は, 身長計 (ハンドル大型身長
計 YL-65 ヤガミ製) , 体重計 (電気抵抗線式体重計
YK-150S クボタ製) , メジャ (ーH-16-55 TAJIMA製) 
であった。 
写真 3 . 下腿長測定の様子 写真1良lu 重 囲長
(1 ) 疾走速度および疾走動作の測定
①測定環境および場の設定
表 2 は, 50m走タイムの測定環境を示したものである。
測定当日は, 晴天で運動場の土もよく乾いた状態であっ
た。
コースは2 コースと し, スタートは同時スタート と し
た。 これは, 低学年の児童は隣のコースの児童と競い合
うことで, 全力で走ることができると考えたためである。
測定者は, H教育大学の大学院生10名であった。 なお, 
測定者は本測定までに十分に測定の練習を積んでいたこ
とから, 測定に関して熟達していた。
図 2 は, 50m走タイム測定における場の設定を示した
も ので あ る。 疾走動作の撮影 には高速度 カ メ ラ
(EXILIM EX-100 CASIO2014年製) を使用し, 140f / sec 
の設定のもと被験者の左側方から撮影を行った。 高速度
カメ ラの位置は, 児童が最大速度を発揮する地点での疾
走動作及びストライ ドとピッチを分析するために, スター
トから25m地点とした。撮影区間は, 児童の疾走中 1 サ
イ クルの疾走動作を撮影するために, 高速度カメ ラ前後
4 mの区間とした。 
表 2 . 50m走タイムの測定環境
測定環境 
場所 F小学校運動場 
地面 乾いた土 
天気 晴れ 
風 追い風(微風) 
コース 2コース
測定者 H大学の大学院生10名 
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②分析方法
高速度カメ ラで撮影した動画は, 拡張子変換ソフ ト
(X Media Recode ver3.1.9.7) によりavi フ ァイルに変
換後, 動画編集ソフト (Virtual Dub ver i te 4) により
撮影区間内の疾走中 1 サイクルの局面を切り取った。 切
り取った動画から動作解析ソフト(Image J NIH製) 
を用い, 以下の項目を分析した。 
図 2 . 50m走の場の設定
i ) ス トライ ドおよびピッチ
ストライ ドは, 接地足のつま先が離地する瞬間から, 
またその足のつま先が接地するまでの水平距離を算出し, 
3 歩の平均値を求めた。 疾走速度およびピッチは下記の
式で算出した。
疾走速度(m/sec) = 8 m/ 8 m区間の疾走タイム
ピッチ(step/sec) = 疾走速度 (m/sec) /ストライ ド(m)
i i ) 疾走動作
疾走動作の分析には, 切り取った動画に動作解析ソフ
ト (Image J) を用いて, 各関節測定点の座標を打ち込
んだ。 各関節測定点は図3 に示すとおりである。 これら
の座標をもとに, 外果 (点 2 ) を中心と した, 中足骨
(点 1 ) と膝蓋骨 (点 3 ) のなす角度を足関節角度, 膝
盖骨 (点 3 ) を中心とした, 外果 (点 2 ) と大転子 (点
4 ) のなす角度を膝関節角度, 大転子 (点 4 ) を中心と
した, 膝蓋骨 (点 3 ) と肩峰 (点 5 ) のなす角度を股関
節角度とし, 分析を行った。 なお, 角度の算出に際して
は, データ解析ソフト(MAT LAB) を使用した。 
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点2 
図 3 . 各関節の測定点の模式図
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5 . 統計処理
相関分析にはピアソンの積率相関分析を用いた。 なお, 
有意水準は 5 %未満とした。 
111. 結果と考察
1 . 疾走速度に影響を及ぼす要因
(1) 1 年生
図 4 は 1 年生におけるストライ ドと疾走速度およびピッ
チと疾走速度のそれぞれの相関を示したものである。
ストライ ドと疾走速度, ピッチと疾走速度との間には, 
それぞれ有意ではないが弱い相関傾向がみられた。 
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図 4 . 1 年生のス トライ ド. ピッチと疾走速度の相関
表 3 は, 「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走動作」 におけ
るそれぞれの下位項目とスト ライ ド, ピッチ, 疾走速度
との相関を示したものである。
「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走動作」 におけるそれぞ
れの下位項目とスト ライ ドとの間には, いずれにおいて
も有意な相関はみられなかったが, 「身長」 「下腿長」
「大腿部周囲長」 とストライ ドの間にそれぞれ弱い相関
傾向, 「身長」 「下腿長」 と疾走速度との間にも, それぞ
れ弱い相関傾向がみられた。 また, 「身長」 と 「下腿長」
との間には有意な強い相関がみられた (y= 0.36x-16.33, 
r= 0.85, p< .05)。 これらことから, 1 年生の児童にお
いては, 「身長」 が高い児童は 「下腿長」 も長く, 長い
「下腿長」 がスト ライ ドを伸長させ, 疾走速度を高めて
いる傾向が示唆された。
「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走動作」 におけるそれぞ
れの各下位項目と ピッチとの間には, 「遊脚時の股関節
最大角度」 とピッチ, 「接地時の股関節最大角度」 とピッ
チとの間に, それぞれ弱い相関傾向がみられた。 しかし
ながら, 「遊脚時の股関節最大角度」 「接地時の足関節最
大角度」 「接地時の股関節最大節角度」 と疾走速度との
間には, いずれにおいても相関はみられなかったことか
ら, 「遊脚時の股関節最大角度」 「遊脚時の足関節最大角
度」 が大きな児童が疾走速度が速い傾向にあるとはいえ
ないと推察された。
一方, 「大腿部周囲長」 とピッチ, 「大腿部周囲長」 と
疾走速度との間には弱い負の相関傾向がみられた。 また, 
「大腿部周囲長」 と疾走速度との間には弱い負の相関傾
向, 「大腿部周囲長」 と疾走速度との間にもそれぞれ弱
い負の相関傾向がみられた。 さらに, 「体重」 と 「大腿
部周囲長」 との間には, 強い相関がみられた (y= 1.13x- 
8.18, r= 0.85, p< .01)。 これらのことは, 体重の重い
児童は 「大腿部周囲長」 が長く, ピッチが少なく, 疾走
速度が低下する傾向にあることを示唆している。
以上のことから, 1 年生児童においては, ストライ ド
およびピッチともに疾走速度との間に強い関連は窺われ
なかったが, 「身長」 が高い児童は 「下腿長」 も長く, 
長い 「下腿長」 がストライ ドを伸長させ, 疾走速度を高
めている傾向にあると示唆された。 また, 肥満傾向の児
童は, ピッチが少なく なる傾向にあり, 疾走速度が低下
すると推察された。 
(2) 2 年生
図 5 は, 2 年生におけるストライ ドと疾走速度および
ピッチと疾走速度のそれぞれの相関を示したものである。
スト ライ ドと疾走速度との間には, 有意なかなり強い
相関がみられたが, ピッチと疾走速度との間には相関は
みられなかった。 すなわち, 2年生児童はストライ ドの
大きな児童が疾走速度を高めていると推察された。
そこで, ストライ ドの伸長に影響を与える要因を検討
した。
表4 は 「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走動作」 における
それぞれの下位項目とストライ ドおよび疾走速度との相
関を示したものである。 形態的特徴の下位項目とストラ
イ ドとの間には, 「身長」 とスト ライ ドとの間に有意な
かなり強い相関がみられた。 「身長」 と疾走速度との間
にも有意ではないが弱い相関傾向がみられた。 また, 
「下腿長」 とスト ライ ドとの間にも有意ではないがかな
り強い相関傾向がみられた。 さらに, 「下腿長」 と疾走
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表 3 . 1 年生の 「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走動作」 と 表 4 . 2 年生の 「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走
ストライ ド ・ ピッチ ・ 疾走速度との相関 動作」 とストライ ド・ 疾走速度との相関
ストライ ド ピッチ 疾走速度 
形 
態 
的 
特 
徴 
身長 y= 0.01x十0.31 
r= 0.32, ns 
y=- 0.01x十5.17 
r=- 0.10, ns 
y= 0.02x十2.31 
r= 0.35, ns 
体重 y= 0.01x十0.92 
r= 0.23, ns 
y=- 0.03x十4.98 
r=- 0.20, ns 
y= 0.cOx十4.64 
r=- 0.04, ns 
下腿長 y= 0.02x十0.67 
r= 0.32, ns 
y=- 0.03x十4.96 
r= 0.15, ns 
y= 0.04x十3.54 
r= 0.30, ns 
脚 
筋 
力 
大腿部周 
囲長 
y= 0.01x十0.85 
r= 0.21, ns 
y=- 0.07x十6.07 
r=- 0.40, ns 
y=- 0.04x十5.61 
r=- 0.34, ns 
疾 
走 
動 
作 
遊 
脚 
時 
股関 
最大 
y= 0.cOx十1 .89 
r=- 0.41, ns 
y= 0.02x十1 .26 
r= 0.39, ns 
y= 0.cOx十4.44 
r= 0.02, ns 
股関 
最小 
y= 0.cOx十1 .15 
r=- 0.05, ns 
y= 0.cOx十4.23 
r=- 0.01, ns 
y= 0.cOx十4.87 
r=- 0.20, ns 
膝関 
最大 
y= 0.cOx十1 .39 
r=- 0.21, ns 
y= 0.cOx十4.21 
r=- 0.00, ns 
y=- 0.01x十5.73 
r=- 0.32, ns 
膝関 
最小 
y= 0.cOx十1 .19 
r=- 0.16, ns 
y= 0.cOx十3.98 
r=- 0.09, ns 
y=- 0.cOx十4.65 
r=- 0.06, ns 
足関 
最大 
y= 0.cOx十1 .03 
r= 0.23, ns 
y= 0.cOx十4.07 
r= 0.10, ns 
y= 0.cOx十4.14 
r= 0.52, p<.05 
足関 
最小 
y= 0.cOx十1 .03 
r= 0.22, ns 
y=- 0.01x十4.50 
r=- 0.25, ns 
y= 0.cOx十4.62 
r=- 0.08, ns 
接 
地 
時 
股関 
最大 
y= 0.cOx十1 .24 
r=- 0.22, ns 
y= 0.01x十3.14 
r= 0.42, ns 
y= 0.cOx十4.21 
r= 0.20, ns 
膝関 
最大 
y= 0.cOx十1 .26 
r=- 0.23, ns 
y= 0.cOx十3.86 
r= 0.11, ns 
y=- 0.cOx十4.80 
r=- 0.12, ns 
足関 
最大 
y= 0.cOx十1 .17 
r=- 0.31, ns 
y= 0.cOx十4.01 
r= 0.19, ns 
y= 0.cOx十4.65 
r=- 0.18, ns 
股関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .09 
r= 0.07, ns 
y= 0.cOx十4.23 
r=- 0.04, ns 
y= 0.cOx十5.25 
r=- 0.45, ns 
膝関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .05 
r= 0.18, ns 
y= 0.cOx十4.25 
r=- 0.04, ns 
y= 0.cOx十4.41 
r= 0.24, ns 
足関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .09 
r=- 0.06, ns 
y= 0.cOx十4.01 
r= 0.44, ns 
y= 0.cOx十4.39 
r= 0.42, ns 
ストライ ド 疾走速度 
形 
態 
的 
特 
徴 
身長 y= 0.01x-0.43 
r= 0.56, p<.01 
y= 0.02x十1 .76 
r= 0.39, ns 
体重 y= 0.cOx十1 .15 
r= 0.09, ns 
y= 0.cOx十4.97 
r=- 0.04, ns 
下腿長 y= 0.02x十0.58 
r= 0.42, ns 
y= 0.06x十3.14 
r= 0.43, p<.05 
脚 
筋 
力 
大腿部周 
囲長 
y= 0.cOx十1 .10 
r= 0.09, ns 
y=- 0.02x十5.41 
r=- 0.16, ns 
疾 
走 
動 
作 
遊 
脚 
時 
股関 
最大 
y= 0.cOx十1 .42 
r=- 0.09, ns 
y=- 0.02x十8.07 
r=- 0.48, p<.05 
股関 
最小 
y= 0.cOx十1 .09 
r= 0.12, ns 
y= 0.cOx十5.19 
r=- 0.11, ns 
膝関 
最大 
y= 0.cOx十0.65 
r= 0.38, ns 
y=- 0.01x十3.78 
r=- 0.28, ns 
膝関 
最小 
y= - 0.01 x十1 .66 
r=- 0.38, ns 
y=- 0.01x十5.55 
r=- 0.21, ns 
足関 
最大 
y= 0.cOx十1 .03 
r= 0.40, ns 
y= 0.cOx十4.47 
r= 0.37, ns 
足関 
最小 
y= 0.cOx十1 .25 
r=- 0.13, ns 
y= 0.cOx十4.78 
r= 0.13, ns 
接 
地 
時 
股関 
最大 
y= 0.cOx十0.99 
r=- 0.25, ns 
y= 0.cOx十4.62 
r= 0.12, ns 
膝関 
最大 
y= 0.cOx十1 .22 
r=- 0.07, ns 
y= 0.cOx十4.64 
r= 0.26, ns 
足関 
最大 
y= 0.cOx十1 .25 
r=- 0.13, ns 
y= 0.01x十4.17 
r= 0.33, ns 
股関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .22 
r=- 0.06, ns 
y= 0.cOx十4.63 
r= 0.49, p<.05 
膝関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .66 
r= 0.14, ns 
y= 0.cOx十4.90 
r= 0.01, ns 
足関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .10 
r= 0.51, p<.05 
y= 0.cOx十4.73 
r= 0.26, ns 
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速度との間には, 有意なかなり強い相関がみられた。 こ
れらに加え, 「身長」 と 「下腿長」 との間には, 有意な
かなり強い相関 (y= 1.69x十2.87, r= 0.61, p<.01) がみ
られた。 すなわち, 2年生児童においては, 「身長」 の
高い児童は 「下腿長」 も長く, 長い 「下腿長」 がストラ
イ ドを伸長させ, 疾走速度を高めていると推察された。
また, 疾走動作の下位項目とスト ライ ドとの間には, 
「遊脚時の膝関節最小角度」 との間に有意ではないが弱
い負の相関傾向が, 「遊脚時の膝関節の最小角度」 と疾
走速度との間には有意ではないが弱い負の相関傾向が, 
「接地時の足関節最大角度」 と 「疾走速度」 との間には
有意ではないが弱い相関傾向がみられた。 これらのこと
から, 「遊脚時の膝関節最小角度」 が小さな児童ほど, 
ストライ ドを伸長させ, 疾走速度を高めている傾向が示
唆された。 加藤ら(2001) は, 小学校 6年生を対象に, 
疾走速度と疾走動作との関係を検討し, 疾走速度の速い
児童は遊脚の膝関節を小さく コンパクトに折りたたむこ
とで膝の慣性モーメ ントが小さく なり, これにより遊脚
のすばやい前方への振り出しが可能となり、 その結果, 
スト ライ ドを伸長させ疾走速度を高めていると報告して
いる。 すなわち, 2 年生においても疾走速度の速い児童
は, 6 年生の疾走速度の速い児童と同様の疾走動作によっ
て疾走速度を高めている傾向が推察された。 
(3) 3 年生
図 6 は, 3年生におけるスト ライ ド ・ ピッチと疾走速
度との相関を示したものである。
スト ライ ドと疾走速度との間には有意な強い相関がみ
られた。 一方, ピッチと疾走速度との間には相関はみら
れなかった。 すなわち, 3年生児童は, スト ライ ドの伸
長によって疾走速度を高めていると推察された。 そこで, 
ストライ ドの伸長に影響を及ぼしている要因を検討した。
表 5 は, 「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走動作」 のそれ
ぞれにおける下位項目とスト ライ ド, 疾走速度との相関
を示したものである。 下位項目のいずれにおいてもスト
ライ ド, 疾走速度との間に有意な相関はみられなかった。 
しかし, 「疾走動作」 の 「遊脚時の膝関節最小角度」 と
スト ライ ドとの間に有意ではないがかなり強い負の相関
傾向が, 「遊脚時の膝関節最小角度」 と疾走速度との間
にもかなり強い負の相関傾向が, 「遊脚時の股関節最小
角度」 と 「疾走速度」 との間には有意ではないが弱い相
関傾向がみられた。 すなわち, 遊脚の 「股関節最小角度」
および 「膝関節最小角度」 が小さい児童ほどストライ ド
を伸長させ, 疾走速度を高めている傾向が示唆された。 
この遊脚の動作は, 前述した膝をコンパク トに折りたた
むことで前方へのすばやい振り出しを可能にしてストラ
イ ドを伸ばす2 年生の疾走速度の速い児童と同じもので
あり, そのよう にしてスト ライ ドを伸長させる傾向が2 
年生以上に強いと推察された。 
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図 6 . 3 年生のストライ ド. ピッチと疾走速度の相関
また, 「遊脚時の足関節最大角度」 「接地時の股関節最
大角度」 「接地時の足関節最大角度」 と疾走速度との間
には, それぞれ有意ではないがかなり強い相関傾向がみ
られた。 すなわち, 遊脚を接地する時に, 「足関節角度」
と 「股関節角度」 が大きな児童ほど, 遊脚の 「足関節角
度」 が大きく なり, 疾走速度を高めている傾向が示唆さ
れた。 これは, 接地時の地面からの反発力を前方への重
心移動に無駄なく伝える動作であり, この動作が結果と
して遊脚の 「股関節最小角度」 および 「膝関節最小角度」
を小さ く する動作につながりストライ ドを伸長させる一 
つの要因と推察された。
一方, 「形態的特徴」 の 「体重」 とストライ ド, 「脚筋
力」 の 「大腿部周囲長」 とストライ ドのそれぞれにおい
て有意ではないが弱い負の相関傾向がみられた。 また, 
「体重」 および 「大腿部周囲長」 と疾走速度のそれぞれ
においても有意ではないがかなり強い負の相関傾向がみ
られた。 さらに, 「体重」 と 「大腿部周囲長」 との間に
は, 有意な強い相関 (y= 0.57x十13.69, r= 0.95, p<.01) 
がみられた。 すなわち, 3年生児童においては, 「体重」
の重い児童は 「大腿部周囲長」 も長く, 疾走速度が低下
する傾向が示唆された。 筋肉は思春期を迎える頃から顕
著に発達する (高石, 1981)。 つまり, 小学校 3年生児
童は, まだ十分に筋肉が発達していない可能性が高く, 
「体重」 が重く 「大腿部周囲長」 が長い児童は, 筋肉量
が多いため 「大腿部周囲長」 が長かったのではなく, 脂
肪量が多かったことで 「大腿部周囲長」 が長かったと考
えられる。 したがって, 小学校 3年生児童において, 過
度の脂肪量はストライ ドを小さく し, 疾走速度を低下さ
せる要因になると示唆された。 また, 2 年生児童同様に, 
「遊脚時の股関節最大角度」 と 「遊脚時の膝関節最大角
短距離走における疾走速度の向上を促す補助具開発の試み ( I ) 
表5 . 3 年生の 「形態的特徴」 「脚筋力」 「疾走
動作」 とストライ ド ・ 疾走速度との相関
ストライ ド 疾走速度 
形 
態 
的 
特 
徴 
身長 y= 0.cOx十1 .37 r=- 0.04, ns 
y= - 0.03x十8.57 
r=- 0.21, ns 
体重 y= - 0.01 x十1 .48 r=- 0.33, ns 
y= 0.05x十6.30 
r=- 0.43, ns 
下腿長 y=- 0.cOx十1 .21 r=- 0.02, ns 
y= 0.cOx十5.01 
r= 0.00, ns 
脚 
筋 
力 
大腿部周 
囲長 
y= - 0.02x十1 .70 
r=- 0.33, ns 
y= - 0.07x十7.16 
r=- 0.40, ns 
疾 
走 
動 
作 
遊 
脚 
時 
股関 
最大 
y= - 0.cOx十1 .94 
r=- 0.42, ns 
y=- 0.01x十7.09 
r=- 0.42, ns 
股関 
最小 
y= 0-.cOx十1 .25 
r=- 0.06, ns 
y=- 0.01x十0.12 
r=- 0.29, ns 
膝関 
最大 
y=- 0.01x十1 .18 
r= 0.06, ns 
y= - 0.01x十6.99 
r=- 0.52, ns 
膝関 
最小 
y= - 0.01 x十1 .71 
r=- 0.52, ns 
y= - 0.02x十6.56 
r=- 0.45, ns 
足関 
最大 
y= 0.cOx十1 .04 
r= 0.31, ns 
y= 0.01x十4.41 
r= 0.43, ns 
足関 
最小 
y= 0.cOx十1 .18 
r= 0.06, ns 
y= 0.01x十4.69 
r= 0.55, ns 
接 
地 
時 
股関 
最大 
y= 0.cOx十1 .06 
r= 0.13, ns 
y= 0.01x十3.94 
r= 0.35, ns 
膝関 
最大 
y= 0.cOx十1 .45 
r=- 0.27, ns 
y= 0.cOx十5.59 
r=- 0.18, ns 
足関 
最大 
y= 0.cOx十1 .12 
r= 0.15, ns 
y= 0.01x十4.24 
r= 0.55, ns 
股関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .26 
r=- 0.32, ns 
y= 0.cOx十5.34 
r=- 0.38, ns 
膝関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .18 
r=- 0.04, ns 
y= 0.cOx十5.00 
r= 0.01, ns 
足関節最 
大角速度 
y= 0.cOx十1 .07 
r= 0.47, ns 
y= 0.cOx十4.98 
r= 0.05, ns 
度」 と疾走速度との間に有意ではないがかなり強い負の
相関傾向がみられた。 すなわち, 支持足で地面を強く蹴
ることができず, いわゆる蹴り足が流れてしまう児童ほ
ど, 疾走速度が低下する傾向が示唆された。
以上, これらのことから, 3年生児童においては, 接
地時の 「股関節角度」 および 「膝関節角度」 を大きく保
ち, 遊脚の 「股関節最小角度」 および 「膝関節最小角度」
が小さい児童ほど, スト ライ ドを伸長させ, 疾走速度を
高めている傾向が示唆された。 
本研究の結果から, 「疾走動作」 によって, スト ライ
ドを伸長させ, 疾走速度を高めている傾向は2 年生児童
からみられ始め, 3 年生児童は, その傾向がより強く な
ると推察された。 
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したがって, 疾走速度を高める補助具の開発は3 年生
児童を対象に行うこととする。 
IV. まとめ
本研究は, 小学校 1 , 2 , 3年生児童を対象に, 「形
態的特徴」 「脚筋力」 「疾走動作」 の観点から疾走速度に
影響を及ぼす要因を検討した。 その結果, 以下の 3 点が
示唆された。
1 ) 1 年生児童は, ストライ ドおよびピッチともに疾走
速度との間に強い関連は窺われなかったが, 「身長」
が高い児童は 「下腿長」 も長く, 長い 「下腿長」 がス
トライ ドを伸長させ, 疾走速度を高めている傾向にあ
ると示唆された。 また, 肥満傾向の児童は, ピッチが
少なく なる傾向にあり, 疾走速度が低下すると推察さ
れた。
2 ) 2年生児童は, 「身長」 の高い児童は 「下腿長」 も
長く, 長い 「下腿長」 がストライ ドを伸長させ, 疾走
速度を高めていると推察された。 また, 「遊脚時の膝
関節最小角度」 が小さい児童ほど, ストライ ドを伸長
させ, 疾走速度を高めている傾向が示唆された。
3 ) 3 年生児童は, 「接地時の股関節角度」 および 「膝
関節角度」 を大きく保ち, 「遊脚時の股関節最小角度」
および 「膝関節最小角度」 が小さい児童ほど, ストラ
イ ドを伸長させ, 疾走速度を高めている傾向が示唆さ
れた。 
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